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• 放射性セシウム検査で、1mSvを超える人は、福
島産の食材を食べている人でもほとんどいない

• ほぼ検出限界以下（検出限界300Bqとして）

• 福島県産の食材を選んだ人と、県外産の食材を選
んだ人で、差はなかった

• 水道水の人、ペットボトルの水の人でも、
差はなかった

• 規制を気にせず、何でも無制限に、継続的に食べ
ている人でも、1～3mSv程度にとどまる

• 時を追ってみると、線量は減少傾向
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規制値とリスク

一度に
100mSv

徐々に
100mSv

1／5

20mSv

1／100

1mSv 96

規制値を超えたら、崖があると思いが
ちだが、、、医学的には一度に100mSv
の被ばくの先になだらかな下り坂



• 個人線量計データや食品のデータでは、ほとんど

の地域で、目標値に比べて十分に低い

• 実際は、ほぼ生涯10mSv以下と見込まれている

• 市場の流通食品や自家栽培の「野菜」ならば、

健康影響のあるレベルの内部被ばくをする可能性

は考えられない

• 放射線によるリスクのみを

特別扱いして、その他の

リスクを高めてしまわない

ように、バランスをもった

判断が求められている
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